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彦断層の活動性評価
Evaluation of the recent activity of Kakuda-Yahiko fault based on S-wave Land Streamer
reflection survey and drill core
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越後平野西縁部に伏在する，角田・弥彦断層の浅部変形構造をイメージングし，最近の断層活動を評価することを目
的として，新潟市赤塚地区においてランドストリーマーを用いた高分解能反射法地震探査およびボーリングコア解析を
実施した．ランドストリーマーとは多数の地震計を一体化して容易に牽引・移動ができるようにした地震探査用の測定
ツールである（稲崎，1992）．前報（2010）では測線が短く，主断層部のイメージングが不充分であったことから，今
回新たに既探査測線を延長するとともに新規に 900mの S波探査測線を追加した．さらに測線上に深さ 75mのオールコ
アボーリングを追加し，精密コア試料解析および 14C年代分析を実施した．一連の処理を施して得られた CMP重合断
面には，主断層部のみならず撓曲変形帯内の副次断層による変形構造が明瞭に捉えられていた．副次断層は伏在してお
り，地表地形からはそのトレースを追跡することはできない．さらにコア試料の堆積相解析および 14C年代測定結果を
基に，沖積層に対比される浅部反射面の変形構造を解釈した．その結果，主断層を含む幅 500m程度の撓曲帯の内部のみ
で 1.4mm/yr程度の平均上下変位速度を有していると見積もられること，主断層の変位分配はその 6割程度であることが
明らかになった．
以上の結果は，主断層部のみを対象とした調査では断層の変形速度を過小に見積もる危険性があること，浸食・堆積

作用が最近まで継続しているような沖積平野域では，従来の変動地形学的手法が活断層の変形構造調査には有効ではな
いこと，逆に高分解能反射法地震探査が活断層の浅部変形構造の把握に有用であることを示している．

キーワード:伏在断層,越後平野,角田－弥彦断層,ランドストリーマー,反射法探査,ボーリング調査
Keywords: concealed fault, Echigo Plain, Kakuda-Yahiko fault, Land Streamer, seismic reflection surveying, drill core analysis


